
■記念講演会 吉田文子さん
「あんなこと、 こんなこと、あつたかしら?」

第7回総会報告

■連続企画 広がるレースワーク
「いつの日か韓国でUIFA国際会議を」シー・ファー・ベー

「飴色の村一プロローグ」 佐藤久美子

この指とまれ「喜多方押し掛けワークショップ」/役 員会報告

■記念講演会 吉田文子さん

「あんなこと、こんなこと、あったかしら?」
一日本女性建築家のパイオニアが語る

建築という、ものづくりへの深い愛情―

大正 。昭和 ・平成の 3つ の時代を生き、現在も建築家

として現役で仕事をされている吉田文子さんに、女性建

築家第 1号 として、これまでになさった仕事を中心にお

話いただいた。

吉田さんが入学された早稲田大学付属早稲田工手学校

建築科は、日本初の男女共学の建築学校であり、当時は

様々な年齢や経歴の男性が建築を学んでいた。そのよう

な学校に 10代 で、しかも女性として初めて入学した後

の学校生活のエビソー ド。また、戦中は、就職された建

築事務所で、男性が次々に戦争に召集された後、みんな

が帰つて来るまではと中核になって責任を担つていかれ

たこと。戦後の混乱期にあっては、建築を通して社会の

建て直しをしていこうという使命感をもつて仕事をされ

てきたこと。建築士会や学会でも女性の開拓者として活

動されてきた経験から、「皆さんが活躍 して、あちこち

でるようにならなきゃだめなんですよ」との激励の言葉

をいただいた。

吉田設計事務所主催

日本建築学会・稲門

建築会第1回特別功

労賞受賞。1913生。

男社会の中に飛び込んでいかれたバイオニアとして、

常に前向きにまた積極的に仕事に取 り組まれてこられた

姿が、聴 くものの心に克明に刻み込まれるお話であつた。

そこには、女性だからという気負いではなく、建築とい

う、ものづ くりの仕事への深い愛情と技術や知識に裏付

けられたご自分の仕事への情熱と自信が、永年にわたっ

て仕事を続けられてきた何よりの原動力であつたことが

伺われた。

■UIFA」 APON 1999年 第 7回 総会報告

日時 :6月 12日 (土)13:30～ 14:00

場所 :弘済会館 「桜」

出席者 ;31名   委 任状 ;53名

昨年度 1998年 は、「UIFA国 際女性建築家会議第 12回

日本大会」が開催された記念の年であつた。総会の冒頭、

開会の挨拶として、中原会長より、第 12回 日本大会の

成功と社会的な評価が高かつたことは、会員の方々の協

力と努力によるものであるという感謝のことばが述べら

れた。その後、以下の議案について審議が行われ、いず

れも原案通 り可決承認された。

第 1号 議案  「 1998年 度活動報告」、「
一般会計収支報

告」、「特別会計収支報告」

第 2号 議案  「 1999年 度活動計画(案)」、「
一般会計予

算書(案)」、「特別会計予算書(案)」

続いて、松川実行委員長から、昨年度 9月 に行われた

「UIFA国 際女性建築家会議第 12回 日本大会」の 「会議

開催内容報告」及び 「収支報告」の報告が行われた。

(今村芳恵)
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■連載企画

広 がる レース ワーク

―UIFA`98の それから一

大会が終わつてはや 10ケ月
一一参加された人たちが、その後、

会議での成果や思いをどのように膨らませているのでしようか。

今回からそれぞれの場での新たな展開について、日本から、世

界から、幅広 くご報告いただきます。

いつの日か韓国で UIFA国 際会議を

韓国  シ ー・フアー・ベー

韓国キュンウォン大学教授。

日本大会では「環境保護の

選択肢としての鉄骨住宅Jの

テーマで発表。環境保護と

経済面から、韓国の将来の

住宅供給において鉄骨構

造の持つ可能性を指摘。

鑽 麒
鰭諏il:itせttttttn‰ご鳳1∫n∫鵬itteh稔

椰 黎 咄鮮蹴 脚 湛

盛榊儀群驀轟轟I鸞陸磯

職綴出i奎離舗議」甜i密
to Korea in a future

Si Hwa Bae (Korea)

第 12回 UIFA日 本大会は、テ
ーマが非常に今日的であ

る点、またハイテクと伝統がうまく混ざつたシステマテ

ィックな運営という点で、特に成功 した会議だと思いま

す。UIFAの第 H回 大会までを幼児期とするならば、第

12回で青年に成長したといえるのではないでしようか。

まず、環境をメインテ
ーマにおき、人 ・建築 ・都市と

いう3つ の分野に分けたテーマの設定がよかつたと思い

ます。大勢の日本の若い女性建築家が大会に参加してい

る様子をみて、UIFA」APONの明るい将来を感じました。
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次にスタディ ・ツア
ーですが、メインテーマにぴった

りで した。「まちづ くり」、伝統的な建物や公園、そ して

中原暢子会長主催のお茶会がとても印象に残 りました。

第三に、横浜の公開シンポジウムは、役人と市民と UIFA

が一体 となるよううまく配慮されていました。また、作

品展示会場は美 しく、
一般の人々が親 しみやすいように

考えられてお り、大きな展示効果が得 られたと思います。

一つだけ残念だつたのは、ポス トコングレスツア
ー

に参加できなかったことです。

私はこの
一
文を書きながら、いつか韓国で UIFA国 際

会議を開こう、そのために私のベス トを尽 くそうと心に

決めました。             (訳  田 中厚子)

* ベ ーさんは現在、軽量鉄骨フレーム ・システムをチャイル

ド・ケア ・センター施設の環境改善のために取り入れるという

大きなリサーチ ・プロジエクトを請け負つていらっしゃるそう
です。もし、日本で、鉄骨造のチャイルド・ケア・センタ

ーに
ついて何か情報や例がありましたら、この夏に見学したいので

教えてください、というお願いがありました。ご存知の方は編

集部までご連絡ください。

飴色の村
一プロローグ

佐藤 久 美子

建築・設計田ムサシ企画
勤務。喜多方の煉瓦職人
。田中又一の孫。日本大
会では「地方都市におけ
る煉瓦建築物の保存と再
生」をテーマに発表。

昨年の UIFA日 本大会で、喜多方の煉瓦蔵を紹介す

ることが出来たことは私にとって大きな喜びでした。十

数年程かけてコツコツ取 り組んできたテ
ーマだつたから

です。大好きな煉瓦の話をもう少し聞いていただきたい

と思います。今でこそ煉瓦蔵はメジャ
ーになりましたが、

当時の喜多方はラーメンの方が有名で、蔵は観光のおま

け程度の存在でした。むろん煉瓦蔵も例外ではなく、町

の人にとつて蔵は、風のように、空気のように、当たり

前の風景でした。当たり前すぎて、当時の市長は 「蔵は
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写真左  甲 斐本店倉庫落成 明 治 45年撮影
現在、この 2軒 のパルコニーと全面の門扉部分
は残つていない。煉瓦はイギリス積みで積まれ
ている。初めてみるハイカラな建物に、落成後
は毎日のように、近隣の村々から人々が見学に

訪れた。

写真下  慶 徳隧道工事
大正 7年 6月 7日 竣工、12日開通。右端に白い
パラツルをさしたり、赤ん坊を抱いている日本

髪の女性がいる。工事に携わる女性も日本髪だ
った。皆わらじを履いている。煉瓦は麓の松野
の村から背負い子で担ぎ上げられた。煉瓦の重
さは 1個 3キ ロ程で、男の力でも 1回 に 20個 、

女性は 15個運ぶのがやつとだつたの

町のイメージを暗くする。あんな物は壊してしまえ」と

さえ言つていた位でした。時がたち、町の人の努力のか

いあって、今や蔵は観光の主力となり得ました。特に煉

瓦蔵は喜多方観光のメインとして観光バンフレツトの ト

ップを飾るまでになりました。実はこのパンフレットこ

そが、ことの起こりでありました。

母と二人で始めた煉瓦蔵の保存運動

十数年程前、お盆で帰省 していた時の事です。駅前

で何気なく貰つたバンフレットを見ると、「煉瓦蔵は ド

イツ人が来て建てた云々」という文字が飛び込んできま

した。もちろん、私達身内は田中又
一の遺した仕事であ

ることを知つていましたが、町の人にとって煉瓦蔵の創

製はあまりに遠い音のことでした。ですから納得しやす

かったのでしようか、いつしかドイツ人説が流れるよう

になっていました。が、まさか公式文書にこんなに堂々

と、それも英訳付で書かれるとは。驚いた私は夢中で家

に戻 り、母にバンフレツトを見せました。似た者親子と

いうのでしようか、話をしているうちに 「捨ててはおけ

ない !」 ということになり、どちらが言い出すともなく

「行 くべ !行 くべ !」 と言いながら、市役所の観光課

にすっ飛んで行きました。これが、母と私がたつた二人

で 「煉瓦蔵の価値をまず、町の人に知つてもらう運動」

を始めるきつかけとなったわけです。田中又
一が埋もれ

てしまう危機感もありました。

それからの私は季節ごとに喜多方に足を向け、写真を

撮りため、聞き取 り調査を積み重ねました。しかし、当

時施主だつた方が二代前という方ばかりで、はつきりと

したことをつかむのは容易ではありませんでした。こん

な事なら又
一が生きている内に聞いておくのだつたと、

何度悔しい思いをしたことか。しかし、嬉しいことにど

の家でも煉瓦蔵は愛着を持つて使われていました。五十

嵐家の厠蔵などは近代化をとげ、水洗になっていました。

三津谷の農具蔵は、観光客相手の土産物屋やラ
ーメン屋

に生まれ変わり、甲斐商店は喫茶店に、若喜家の座敷蔵

は観光客が外からのぞけるよう整備され、まるで博物館

のごとしです。金田家の店舗蔵は昔どおりのたたずまい

を保ちながらも木製ひき戸をサツシに変えました。この

ように生まれ変わらないまでも、多くの煉瓦蔵は建つた

当時そのままに、座敷蔵、道具蔵として今でも使われて

います。

喜多方の人々の蔵に抱 く思い

蔵は生活の場であり、外からかいま見ることしか出来

ないのは残念ですが、暮らしを支えるものであることが、

壊されずに残つていた理由でもあります。もう
一つの理

由は、喜多方の人の信仰とも文化ともいえる 「蔵に抱 く

思い」です。全ての基本に蔵があり、何事も、たとえば

ことわざさえも蔵に結びつけるのです。この蔵信仰とも

言える文化が、逆に言えば先祖伝来の蔵を壊すなどもつ
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てのほかといつた、いわば、自然発生的保存運動でもあ

りました。

人々にとって蔵は、補修して大切に使うものでした。

したがつて増え続ける一方で、今や 2,800棟 といわれて

います。煉瓦蔵はおよそ 80棟 、明治末期から大正、昭

和初期にかけて建てられました。壁が厚 く、開口部を大

きくとれないことなど、まさに煉瓦は蔵造 りにぴったり

の素材でした。多雪地帯であることからの問題点も、独

特の手法である木骨煉瓦造にし、釉薬煉瓦を造ることで

解決し、人々に受け入れられていきました。釉薬煉瓦は

土蔵の補修にも使われ、この、いわゆる腰煉瓦は町中い

たるところで見られます。これも入れれば、どれほど多

くの煉瓦が使われたのかと驚き、改めて喜多方が煉瓦の

町であることを実感します。

皆様にも、ぜひ、長い年月と愛着が滲みた深い色合い

を味わつていただきたく、母と共に飴色の村にてお待ち

申し上げています。

■7月 31日  海 外交流の会 ご参加下さい !

■役員会報告

第3 回  6 月 1 8 日( 金)
出席者 :小川、東、松川、正宗、山田、吉田 (あ)、吉田 (洋)、

渡辺
・5月 31日、日本大会の寄付金、助成金は全て入金された。
・今年度の海外交流の会の講師の検討。
・ニューズレター編集用 Eメ ールの枝番を生活構造研究所で

とつてもらうことに決定。
・ニューズレターの 「この指とまれ」の欄には自由な提案をのせ、

会の活性化を図る。予算化については年度末に理事会で協議。

第4回  7月 5日 (月)
出席者 :中原、小川、松川、山田、渡辺、正宗、東
・今年度海外交流の会予定

第 1 回 7 月3 1 日( 土)
マニュエル ・タルディッツ氏
「国境をこえて―みかんぐみの設計作法と建築」

第 2 回 1 0 月3 0 日( 土)
小澤紀美子氏他
「子どもと環境教育について」(未定)

第 3回  1～ 3月  未 定
・10月の交流会については、千代田区の共催事業に申請して

みる。

くお知らせ>

■UIFA」APONの Eメールが開設されました。どなたでもお気軽に

ご意見をお寄せ下さい。

メールアドレス uifa@magica13.egg.orjp

■この指止まれ―「喜多方押し掛けワーク〕

喜多方の煉瓦師 ・田中又―とその弟子たちが手掛け

た煉瓦蔵。又―の娘と孫、佐藤さん母子の飴色の煉瓦

村への熱い思い。お誘い有り難く、早速喜多方への旅

を企画いたします。名付けて 「喜多方押し掛けワーク

ショップ」。様々な生活蔵、道具蔵をこの目で見、地元

の人たちと蔵について語らう会を考えています。土地

つ子の市長さんも参加して下さるかも知れません。

開催時期は、8月の最終土曜日 (28日)を 予定して

います。近くには、昔ながらの熱塩温泉 (エステ効果

大…)が あり、一泊するのも良いかも知れません。

参加を希望する方には、詳細が決まり次第、案内書

をお送りします。予め、下記宛にご連絡下さい。

連絡先 :(株)日建設計東京計画事務所 飯 島静江
TEL 03-3813-3361 ,  FAX 03-3817-0523

Email:iijimaOnikkenoco.jp

1999年度第 1回海外交流の会

「国境をこえて一みかんぐみの設計作法と建築」
一みかんぐみ マニュエル・タルディッツさんのお話一

日  時 :7月 31日 (土)14:00～16:00

場  所 :国立オリンピック記念青少年総合センター棟
414号 会議室 TEL 03 3467 7201

問合わせ :UIFA JAPON事 務局

生活構造研究所内  TEL 03 5275 7861

■広報だより

今回の号から編集体制が新しくなりました。新たな広報編集

委員からのひと言です。
*喜多方行き、実り多き仕掛け目下思案中。(飯島静江)*あ
の暑い2週間の続きをやろうとしています。よろしく。(井出

幸子)*会 社の広報誌でも追われています。(今村芳恵)*月

1度の編集会議にぜひご参加下さい。(大高真紀子)*メ ンバ
ーの幅が広く、載せたい情報がいつぱいです。(須永叙子)*

海外への原稿依頼を始めました。ぜひこの方にというご希望を

含め、皆様の声を編集部までお寄せ下さい。(田中厚子)*新

体制に皆様のご協力を !(渡 辺喜代美)
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